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ていな L、。私は分子シャペロンの基質認識機構を明らかにするために、大腸菌由来の分子シャベロン GroEL を用い









の相互作用はより弱く、 β ラクトグロプリンとの相互作用はより強くなることが明らかになった。 pH 7 の条件下に








GroEL は、蛋白質分子の折れたたみを助ける分子シャペロンの一つである O この GroEL が、折れたたまれる過程
のどの立体構造の蛋白質と相互作用するかを調べるために、 αーヘリックス含量の多いチトクロム C と、 β ーシート含
量の多い 3 ラクトグロプリンとを基質として解析した。その結果、 GroEL は、基質蛋白質が折れたたまれる中間的
な立体構造の分子種と強く相互作用すること、および、その相互作用には疎水性の相互作用が大きく寄与する他、静
電的相互作用も寄与することが明らかになった。本研究を通して得られた知見は、本論文は博士(理学)の学位論文
として十分価値あるものと認める o
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